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参画型教育支援システムと「iSOP」の開発・ 活用に関する研究（その1）
一 rlSOP」 の 基本 コ ン セ プ トの 進化 と ソ フ トの 特性 を 中心 に
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　本研究 は 、参画型 教育支援 シ ス テ ム と 臼 SO円 の 開発 ・活用 の 接点 に 関す る研 究 で あ る。参画型 教育 シ ス

テ ム と［SOPとの 共通性 に 着 目 し 、 参画型教育 を、コ ン ピュータ に よ る情報 シ ス テ ム に よ っ て どの よ うに 支援

す れ ば よ い か 、 主 と して コ ン ピ ュ
ータ ツール の 開発 の 観点 か ら明 らか に す る こ とを 目的 とす る 。 本発表で は 、

参画型教育 と ISOPの接点を見 い 出す た め、　 ISOPの 基本 コ ン セ プ トの 進化 と最新 の ソ フ トの 特性を中心 に考察

す る。

〈 キ ー
ワ
ー ド〉 　参画型教育，ラ ベ ル 思考，発想支援，KJ 法，情報 リテ ラ シ ー教育

1、はじめに

　発表者 は、こ れ まで 「移動 大学 」
匚凵

へ の 参画経

験を もとに 、生涯学 習 の 立場 か ら 「参画 」 に つ い て

論 じて きて お り、と りわ け 「学生 に よ る 授業企画活

動 に 関す る基礎的研究」 と題 して 、学生が自らの 授

業 を 計画 ・実施 ・評価 ・伝承 す る ま で を、広義の 企

画活動 ととらえ、学生自身 が 授業 を っ くり あげ る こ

と の 有効性と問題点 に っ い て 事例研究 を 行 っ て い る 。

「 z ］

　近年、　「学生参画授業」
［：1コ

の 研究開発 に よ っ て 、

き わ め て 普遍性 の 高 い 理論 と 方法 が 構築 され て きて

い る 。 しか し、そ の 方法 は 今 な お 、手作業 や 人的労

力 に負 うと こ ろ が 多 い 。 参画型教育 を よ り シ X テ マ

テ ィ 7 ク に 、よ り効率 よ く進 め る た め に は 、コ ン ビ

．z 一タ シ ス テ ム を採用し、相互 に ネ ッ トワ ーク さ せ

る こ と が 必要 で あ る と考 え られ る。

　 そ こ で 、発 表 者 が 着 目 した の は 、 「Kj 法 」
［d コ

に ヒ ン トを 得 て 開発 さ れ た、コ ン ピュー
タ支援 に よ

る智的問題解決技法 「ISOP」 ［’5 コ
で あ る 。

　 ISOPと は

Ldea1§01ution 　gfUrobLem　method 　by　computer の

略 で 「イ ソ ッ プ 」 と発音す る 。 発表者 は 、 こ の ISOP

を 特 に 、参画型 教 育 の シ ス テ ム を コ ン ビ＝L
一タ に よ

っ て 支援す るた め の 基本 ツ
ール と して 位置づ け、そ

の 可能性 を 検討 した い と考 え て い る 。

　 本発表 で は、参画型 教育 と ISOPの 接点 を 見 い 出す

た め に 、特 に ISOPの 開発 コ ン セ プ トの 進化 と、現在

実 現 さ れ て い る ソ フ トの 機 能を中 心 に 述 べ る こ と に

す る 。

　 なお 、本大会 で 発表 され る林 （El−2）、山 口 （A3−4＞

の 研究 と本発表 と は 、 直接関連を持 っ て い るの で 参

照 され た い 。

2。「参画型教育」とfISOPJ
　参画型教育 は 、 学習者 の 参加 は 「参集 ・参与 ・参

爾 1 の 3 段階 を 経 て 発展す る と い う 「参加 の 3 段階

論 1　 Lfiユ を そ の 前提 に し て お り、 「参画一は そ の 最

終段階 に 位置 つ く。 すなわち、 f参画す る とは 、有

機的 な場づ く り をめ ざ して 、そ の 場 の 全体状況 を共

有化 しっ っ 、 そ の 計画
・
実施

・
評価

・
伝承 を 担 い

、

そ の 場 と ．一
体化 して 包括的 に 関わ る こ と．で あ る 。

こ の 参画 の 精神 に も と づ き、具体的方法 が 林 ら に よ

っ て 開発 さ れ て い る 。

　 す な わ ち、以下 の 6 っ の ツ
ール ［

’
「］ が そ れ で あ る 。

（1）ラ ベ ル ワ ーク シ ス テ ム

（2）プ レ ゼ ン ／ カ ．
ソ シ ョ ン シ ス テ ム

〈3）デ
…

タ ベ
ー

ス シ ス テ ム

（4）ス タ ッ フ ワ ーク シ ス テ ム

（の ワ
ーカ ーシ ス テ ム

（6）ス ーパ ー．一バ イ ザ ー一シ ス テ ム

　 と こ ろで 、思考 を 高 め 情報交流 を 活発 に す る （D
ラ ベ ル ワ

ーク は、現在、紙 を 使用 した 手作業 で 行 わ

れ て い る 。 ISOPで い う 「カ ード」 は参画型教育に お

け る こ の 1ラ ベ ル 」 に 対応 して い る 。 した が っ て 、

ISOPを 活用 す れ ば、紙 や マ ジ ッ ク や の りを 使 っ た 作

業は な くな り、作図作業は劇的 に 時闘短縮で き る。

　 さ ら に 、探究 した こ と を 発表 ・討論す る （2）プ レ

ゼ ン ／ カ ッ シ ョ ン も、プ ロ ジ ェク タ を 利用 した ビ ジ

ュ ア ル な図解発表や 、電子 メ ール を使 っ た 情報 の や

り と りが 可 能 とな る。

　 次 に 、知的 な 生産物 を 作品 に まで 高 め 共有化す る

　（3）デー一
タ ベ

ー
ス の シ ス テ ム に っ い て も、1SOPの 活

用 に よ って 、
ペ ーパ ーレ ス 背理 お よ び 高速 で 確実 な

ア ク セ ス が 可能 に な る n 今後 、 【SOP上 で の 検索機能
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の開発が待た れ ると こ ろで あ る 。

　なお、全員 で 役割 を 担 い 合 う （の ス タ ッ フ ワ
ーク

シ ス テ ム と、先学 が 後学 を支援す る （5）ワ
ーカー

シ

ス テ ム と 、 こ れ ら 5 っ の し くみ を 高所 か ら指導助言

す る （6＞ス ーパ ーバ イ ザ ー
シ ス テ ム は、電 子メ ール

や ネ ッ ト ワ
ーク を活用す れ ば 、現在よ りも有機的 に

機能す る と考 え られ る。

　以上述 べ て きた よ うに 、 ISOPは、即 、参画型教育

に 活用可能 で あ る と考え る 。

　さ ら に、 「遠隔地 に お け る同期型 グ ル ープ ウェア

化」 は 、現在 の ISOPの 機能 で は 実現 さ れ て い な い が、

リア ル タ イ ム 作動 に っ い て は 、技術的 に ク リア され

て い る。今後、グ ル ープ ウ ェア の 機能が充実 して く

れ ば、遠隔地間を結 び 参画型教育の新しい 展開を支

援 で きる と考 え られ る 。

　 他方 、［SOPは 、問 題 解決 の ス テ ッ プ と して 、ス パ

イ ラ ル 12ス テ ッ プ方式を採用 して い る （図 1） 。 こ

の 問題解決甚本構造 と参画型教育 の 理論 とは、ほ ぼ

一致す る 。 す な わ ち、問題把握 か ら手順化まで の ス

テ ッ プ1〜6は、参画型教育 の 「計画」段階に 当 り、

「実施 」 した 後 の 結果分析と副産物処理 の ス テ ッ プ

8 ・9は、参画型教育 の 「評価」 に 相当す る 。 デ ータ

フ ァ イ ル か らス パ イ ラ ル 問題提起 まで の ス テ ・
ソ プ 10

〜12は 、　「伝承」 に 当た る 。

　 こ の よ う に 両 者 は 、基本構造 に お い て も細部構造

に お い て も、きわ めて親和性が高 い と発表者 は考 え

て い る 。
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3、 「ISOP」の基本コンセプトの進化
　  ア イ テ ッ ク は 、 6年 の 歳月を か けて ISOPを 開発

した 。 ISOPは、　 K　J 法を忠実に ソ フ ト化 して 取 り組

ん で い る とい う意味 で は、KJ 法 の エ デ ィ ターで あ

る とい えるかもしれ な い Q し か し 、 そ の 基本 コ ン セ

プ ト及び実現 で きる 機能 は、開発 の 歴史の 中で進化

し 、KJ 法 か ら出発 は して い るが 、現在 で は、KJ

法 を越え た 全 く新 し い 次光 の コ ン ピ ＝一タ ツ
ール へ

と発展 して い る 。

　こ こで は、ISOPの 蓬本 コ ン セ プ トの進化の 跡を、

内部資料や パ ン フ レ ソ ト をもとに 考察す る 。

（1）問題解決学 の コ ン ピ ュ
ータ化

　1969年 、  ア イ テ ッ ク の 社長 で あ る廣田 は 、川喜

田二 郎 が 直接指導 した 「KJ 法研修箱根合宿」 に 参

画 を した 。 そ れ 以来 24年間、 「川莓田思想」 と 「K

J 法」 を 企業人 に 正 し く理解させ 役立 た せ る た め に 、

企業内教育に努力を重ね て きて い る 。 1955年頃に は

KJ 法 は、職場改善 や生産性向上 の 方法として 多く

の 企業 や 団体 に 受 け入れ られ て き た が 、そ の 中に 深

くは根付 か な か っ た ，、

　廣田 は 、 そ の 原因を 「技法をマ ス ターす るの に 時

間 が か か る 」 こ と と 「実務 に 使え る 手法 に ま で 昇華

さ れ て い な い 」 こ と だと考え、1984年 に KJ 法 の コ

ン ピ ュ
ータ 化を発想 した 。 そ して tgB7年 に は 開発体

制に入 っ た 。

［5 ユ

　 この時期に考え られ た シ ス テ ム 構成は以下 の 4 っ

で あ る。

  K 、J 法 1 ラ ウ ン ドを構成す る幕本 シ ス テ ム

  KJ 法累積 6 ラ ウ ン ドを構成す る基本 シ ス テ ム

  教育 ・研 修 シ ス テ ム （能力開発 シ ス テ ム ）

  実務
・
実践 シ ス テ ム （実務 ア プ リケ ーシ ョ ン ）

匚 S コ

（2＞日常の｛Ptfに 使え る 「お仕事 ソ フ ト」 の 開発

　 L988年10月 よ り翌 1989年 3月 まで 約 5 ヶ 月間、開発

の 中断が あ っ た 。 開発 の 再開 と共 に 、［sop独自の 理

論構築 が 始 ま り、1991年 1D月 に は 、そ の 素型 とな る

理論が完成 して い る。しか しそ の 後、林 らの 協力を

得た 「ISOP研究会」（1991〜1992＞の 着実 な 研究 に よ

り、 ISOP理 論 は展開 ・深化を遂 げ、シ ス テ ム コ ン セ

プ トに 対す る考え方も変化して きた。

　 すなわち、  の 教育 ・研修 シ X テ ム は 、抽象的 な

　「問題解決能力 の 開発 シ ス テ ム 」 か ら 「企画力と プ

　レ ゼ ン テーシ ョ ン 能力 を 養成す る 教育 シ ス テ ム 」へ 、

  の 業務 ・実践 シ ス テ ム は、 「企画書作 り の ア プ リ

　ケ ーシ ョ ン ソ フ ト シ ス テ ム 」 へ と具体化 さ れ て きた 。

　　こ の 時期 に 、教育 ・研修 シ ス テ ム は 「イ ソ ッ プ 先

　生」、実務 ・実践 シ ス テ ム は 1イ ソ ッ プ君」と名付

　け られて い る。

［V コ

　　ま た こ の 頃 か ら、廣 田 は、戦略情報 シ ス テ ム （SIS）

　へ の ア プ ロ
ー

チ を 試 み 、戦略情報 シ ス テ ム や意思決

定 シ ス テ ム の 構築 の た め に は 、定量 と 定性 の 両情報

シ ス テ ム が 必要で あ る と し、定性的情報処理 の シ ス

テ ム 化を指向し始め て い る 。

　 す な わ ち、 ［イ ソ ッ プ
．
先生 ．に よ り思考技術 の 共

脅化が 図られ、 「イ ソ ッ プ 君 1 と そ の 周辺技術 （電
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子 メール ・LAN ・データ ベ ース 等） に よ っ て 情報
・

デ ータ の 共有化が実現 さ れ て くる と、こ れ を ベ ース

に 初め て S［Sが 構築 さ れ る と い う コ ン セ プ トで あ る。

（3＞教育 シ ス テ ム と実務 シ ス テ ム に よ る鰭SIS構築

　1923年 に 入 る と、マ
ーケ テ ィ ン グ と 企業の 情報 リ

ス ト ラ と い う観点 か らの SISの 再 評 価 が な され は じ

め る 。 そ の 結果 、 ［SOPを中核技術とす る以下 の 3 っ

の シ ス テ ム が 開発 さ れ た 。

  パ ーソ ナ ル マ
ーケ テ t ン グ に 対応 し て 、第一・

線 の

人間 が 顧客 の 発 した 定性情報 をす ばや く、もれ な く

報告す る 「顧客情報報告 シ ス テ ム 」

  企業 の 情報 リス トラ の 原点 と して 、門題解決の ス

テ ．
ソ プ に沿 い 、か つ 電子 メ ール を 活用 して 会議の 回

数を減 らす 「参画型問題解決会議 シ ス テ ム 1

  報告 や会議 を 電子メ
ール や LAN を前提 として 、

従来の問題解決能力 の 開発教育か ら、 情報 の 取 り扱

い 方を含む 悟報処 理 能力 の 育成教育 へ と シ フ ト した

厂
情報 リテ ラ シ ー教育 シ ス テ ム 」

　以上 3 っ の サ ブ コ ン セ プ トを抱摂 して 、最終的に

『マ
ーケ テ ィ ン グ戦略情報 シ ス テ ム （MSIS）』 と し

て 、ISGPを中核 とす る 3 位
一

体 の シ ス テ ム コ ン セ プ

トが 確 立 さ れ た DLIc
コ

4
，
ISOPソフトの基本機能の特性

　DOS上 で 開発 が 始 め られ た ESOPは 、 現在 、
　 Windows

．上で 作勁す る ソ フ F ウ ェ ア と して 進化 して い る 。 そ

の た め 、マ ウ ス に よ る 軽快な オ ペ レ ーシ ョ ン ととも

に、他の 脚indoWsソ フ ト ウ ＝一ア と の デ ータ共有 が 手

軽 に 行わ れ る 。 ISOPの 対応機種は DOS−V、　 PC−9801、

FMR、　 J−3100、　 AX で あ る 。 ス タ ン ドア ロ
ーン の 場合

作動 に 必要 な シ ス テ ム の 構成 は 、 以 下の 通 りで あ る 。

・386SX以上 の CPU の パ ・
ソ ナ ル v ン ピ ュ

ータ

・メ モ リ （推奨）　4MB以上

＋IIDD （推奨〉 ユOMB（Windo −
’
s イ ン ス トール 後）

・福S−D〔｝S　V3．3以」二

・MS−W三ndows 　V3．O／3，1

ソ フ トは 386 エ ン ハ ン ス ドモ ードで の み 作動す る。

　 さ て 、ISOPの 基本機能 は 以下 の 通 りで あ る，，な お 、

△ 印は KJ 法 が 持 っ て い る機能、◎印は コ ン ビ 訊…

夕 に よ る 制約 を補 う機能、☆印 は ISOP特有 の 固有機

能を指す 。

（1） カ ー ド入力画面 ： カ ー ドに 40文字程度 の 文車情

　　 報を入力す る画面 （図 2 ）

i−1カー ドの ピ ッ ク ア ッ プ ム ／ 1砲 図解画面 へ の ジ

ャ ン プ
「
△ ／ 1−3文字サ イ ズ の 変翼（入力 カ ー ド枚数

は 無制限、カー ド裁示枚 数 の 変更）◎ ／ 1−4カ ー ド

ご と の メ モ 入力（テ キ ス ト また は ビ
ッ トマ ッ プ ・メ タ

フ ァ イ ル が取汲可能）☆ ／ 1−5既存 テ キ ス ト フ ァ イ

ル か ら の カ ー ド読 み 込 み ☆

コ　フrゴ　　　JS ：t／　dls ／l，b　　 リ　
ド
　　　りリ　

へ
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（2） カ ー ド合わせ 画 Wh　： カードを 合わ せ て 格納す る

　　画面 （図 3 ）

2−・iカ ー ド追加△ ／ 2−2カ ー ド詰 め 込 み ☆ ／ 2−3

マ ゥ ス に ょ る カ ー ド移動☆
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（3＞見出 し作 り画面 ： カー ド合わ せ した カード群 に

　　見出しをっ け る画面 （図 4 ＞

3−tメ モ や
1
ト位 カ ー ド群 の 参照△ ／ 3−2前作業 へ の

戻 り （カ ー ドを合わ せ た 段階 に 戻 り、再 び 見出 しへ

進む と直前にっ けた 見出しを参照 で き る ）A
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（4）　図解イ匕画1繭 ： カ ー ド群を展開 ・酉L 置 し、関係 を

　　ナ え 図解 に す る 画面 （図 5 ）

4−1カ ー ド追加 △ ／ 4−2［，己号 の 添 え 言葉 や コ メ ン ト
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入力△ ／ 4−3画面表示倍率 の 変更◎ ／ 4−4カー ド

の 自動展開☆ ／ 4唱 島 の 自動作國☆ ／ 4−6マ ウ ス

に よる カー ド・島 の 移動☆ ／ 4−7マ ウ ス に よ る 関係

記号 の 作成・移動・変形
・
修 飾☆ ／ 4−8階層別孝示☆

図 5
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（5）文書化 画面 ： 図解 か ら ワ ン タ ッ チ で 文書化 し編

　　集 を行 う画面 （図 6 ）

5−1文書構成 の 変更☆ ／ 5−2階層別表示☆ ／ 5−3

他 の ソ フ ト と の リ ン ク （文書 の 文字情報 と と も に ワ

ープ ロ や DTP ソ フ トへ 複写可能）☆

図 6 　

　な お 、全画面 に 共通 の機能 として、文字 サ イ ズ や

書 体 の 変更、カード ・見出 しの 修正、メ モ 入力、保

管、印刷等 が あ る。い ず れ もほ と ん ど手間を とらず

に で きる こ とが 、［SQPの 利点 で あ る と い え る 。 また 、

KJ 法 で 可能な △ 印の 機能 も、手作業よ り確実 に 簡

単に 短 時間 に で き る 。 以上 が ISOPの 基本機能 で あ る 。

　 さ ら に、Novell　 Netware（Netware　OS／3．1以上）

の 環境下 に おい て は 、 ISOPに組み 込まれて い る疆子

メ
ール 機能 を 利用 し、情報収集 ・憶報 の 共有化 が 手

軽 に実現 さ れ 、［SOPで 作成 した カ ー ドや 図解 は 簡単

に 送受信す る こ と が で き る。

　 な お 発表当 Elは 、具体的 な ソ フ トの 機能 を 、　PC画

i と ソ フ トを ス ク リーン 上 で 操作す る こ とが で き る

　「サ イ ク ロ プ ス ・ポ イ ン ターシ ス テ ム 」 で 紹介す る

予定 で あ る。

5， おわりに

本 年 4 月 よ り、  ア イ テ ッ ク の 協力 を 得 て 、広 島

YMCA ビ ジ ネ ス 専門学校で は 「情報社会論 」 の 授

業 に お い て ［SOPの 試験的活用 を 始 め て い る
［111 。そ

こ で は、情報 リテ ラ シ
ー

教育の 一一貫 と して 情報 の 収

集 ・加工 ・伝達技術の 教育 が、［SOI）の 実習を 通 して

行われ て い る 。

　また 、 武蔵大学を拠．点 と して 6 月 に 発足 した 「
．
参

画型情報 シ ス テ ム 開発研究会」 に お い て も、主 に 、

参画型情報 シ ス テ ム の コ ン ビ J」　’丁夕支援 に 関す る実

際的な 共同開発研究が、ISOPを ベ ー．シ ッ ク ツ ー一ル と

し て ス タ
ー一ト して い る 。

　 い ず れ に して も、こ の よ うな 教育現場 で の 実践 に

よ っ て 、
ビ ジ ネ ス ツ ール と して だ け で な く、教育 ッ

ー一ル 　（特 ；こ‘学希交教育ッ
ー一．ル ）　と して 、　さ ら に 言忍矢口科

学の 研究 ツ
ール と して の ISOPの 新 しい 司 能性 も見 い

だ さ れ て くるで あ ろ う 。 ま た 、逆 に ISOPの 開発 に よ

り参画型教育、参画型猜報 シ ス テ ム の 新 しい 可能性

も広 が る と思 わ れ る 。

　 発表者 は 、今後、教育現場 に お け る ［SOP と学 習 者

の 情報処理能力 の 開発研究 を行う r・定 で あ る 。 特 に

社会科教育 を フ ィ
ール ド と し て i

．
ラ ベ ル 思 考 」 の 観

点 か ら ISOPの 活用可能性を探 っ て い くっ も りで あ る。
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